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【研究成果】 

正常組織とがん組織を比較した結果、膀胱、子宮、卵巣、結腸など、いくつかのがん組織では、GroP 

修飾が正常組織に比べて高いレベルで生じていることがわかりました。特に大腸がんにおいて、悪性

度が進むにつれて、GroP修飾の度合いが高まっていることを明らかにしました。 

GroP修飾はCDP-Groを原料としていると考えられるので、バクテリアにおいてCDP-Groを合成する

酵素をヒト大腸がん細胞株の中で過剰発現させることで、GroPの発現量を亢進させた⌀剰発現退まる

酵素でせれこ量を明ららましました。をこ果修飾ࠀကPCC䀧oの発衽にで成高い成、がこ量れつれませた。 






